
高
梨
博
氏（
サ
ン
キ
ュ
ウ
リ
サ
ー
チ
ア
ン
ド
ク
リ
エ
イ
ト
） 第

１
回
Ｊ
Ｗ
Ｅ
Ｓ
マ
イ
ス
タ
ー
認
定

「
溶
接
は
心
・
技
・
体
で
」

溶
接
日
本
一
に
馬
原
・
山
田
選
手

第

回
全
国
溶
接

技
術
競
技
会

神
奈
川
・
広
島
、
度
目
の
栄
冠

影山鉄工所

売
上

倍
で
町
工
場
再
生

「
溶
接
は
カ
ッ
コ
い
い
」を
伝
え
る

ＩＮＤＥＸ（今週６ページ）

ＳＡＮＰＯ　ＷＥＢ　w w w . s a n p o - p u b . c o . j p /

溶接女子インタビュー　２面

新型コロナ、防じんマスクに影響　３面

地産地消型の再エネ水素Ｓ　４面
溶接関連統計月速報値　　　５面

２
０
２
０
国
際
ウ
エ
ル
デ
ィ
ン
グ

シ
ョ
ー
開
催
中
止
の
お
知
ら
せ

本紙は新型コロナウイルスの影響で溶接用
使い捨て式防じんマスクが品薄になっている
状況を紹介したが、その後の取材により、取
替え式防じんマスクへも影響が広がってきて
いることがわかった。溶接用防じんマスクは、
アメリカの医療機関などで用いられるＮ規
格のマスクに該当しているものが多いため、
商社や一般顧客からの注文が急激に増加して
いる。

　「パートの溶
接技能者として
雇っていただけ
るなら、ぜひお
願いしたい」と
は、国土交通大
臣認定Ｒグレー
ドファブリケー
ター、戸敷興業
（宮崎市、阿萬
正紀社長）で事
務を担当する池
田麻希さん＝写
真。父である阿
萬社長は２月末に日本溶接協会の溶接技能者
評価試験ＳＡ―３Ｆ・Ｈを受験した一人娘、
池田さんに対し「即戦力になってほしい」と
期待を寄せる。

） ２０２０年（令和年）３月１０日 ⓒ産報出版株式会社 

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
が
様

々
な
形
で
広

が
っ
て
き
て

い
る
▼
当
社
は
、
世
界

的
に
有
名
な
観
光
地

「
秋
葉
原
」に
あ
る
が
、

そ
の
秋
葉
原
の
街
も
人

の
姿
が
減
っ
て
き
て
い

る
。
た
だ
、
「
平
素
と

比
較
し
て
減
っ
て
い

る
」
だ
け
で
あ
っ
て
、

街
は
多
く
の
人
で
あ
ふ

れ
、
十
分
に
ぎ
わ
っ
て

い
る
。
外
国
人
の
姿
も

減
っ
た
が
、
そ
れ
で
も

多
い
方
だ
と
思
う
し
、

中
国
人
の
姿
も
普
通
に

み
か
け
る
▼
さ
ら
に
、

渋
谷
や
原
宿
に
い
た
っ

て
は
、
休
校
に
よ
っ
て

時
間
に
ゆ
と
り
が
で
き

た
若
者
で
あ
ふ
れ
、
平

日
で
も
土
・
日
並
み
と

い
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
大
型
テ
ー
マ
パ

ー
ク
が
休
園
し
、
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
の
催
し
物

も
相
次
い
で
中
止
が
決

定
す
る
な
ど
、
選
択
肢

が
限
ら
れ
る
中
で
、
若

者
の
行
き
先
は
自
然
に

決
ま
っ
て
き
て
し
ま
う

▼
た
だ
、
歓
楽
街
で
店

や
イ
ベ
ン
ト
を
続
け
る

に
は
、
ウ
イ
ル
ス
対
策

が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
あ
る
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
条
件
に
マ
ス
ク
の

着
用
を
義
務
づ
け
た
と

い
う
。
そ
し
て
、
そ
の

イ
ン
ベ
ン
ト
で
は
、
マ

ス
ク
が
手
に
入
ら
な
か

っ
た
た
め
、
マ
ス
ク
を

手
作
り
し
て
参
加
し
た

人
の
姿
も
少
な
か
ら
ず

み
ら
れ
た
▼
新
型
コ
ロ

ナ
の
流
行
が
報
じ
ら
れ

て
か
ら
１
ヵ
月
が
経
過

す
る
が
、
早
急
な
終
息

を
期
待
し
た
い
（
Ｙ
）

日
本
溶
接
協
会
は
３
月
２
日
、
昨
年

月
に
開
催
し
た
第

回
全
国
溶
接
技

術
競
技
会
九
州
地
区
沖
縄
大
会
の
入
賞
者
を
発
表
し
た
。
溶
接
日
本
一
の
栄
誉

で
あ
る
最
優
秀
賞
は
、
神
奈
川
県
代
表
の
馬
原
涼
太
（
ま
は
ら
・
り
ょ
う
た
、

被
覆
ア
ー
ク
溶
接
＝
手
溶
接
＝
の
部
、
、東
芝
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
）、

広
島
県
代
表
の
山
田
敬
季
（
や
ま
だ
・
た
か
き
、
炭
酸
ガ
ス
ア
ー
ク
溶
接
＝
半

自
動
溶
接
＝
の
部
、

、
マ
ツ
ダ
）
の
両
選
手
が
受
賞
し
た
。
両
選
手
に
は
６

月
に
開
催
す
る
表
彰
式
で
経
済
産
業
大
臣
賞
が
授
与
さ
れ
る
（
２
面
に
関
連
記

事
、
入
賞
者
一
覧
は
６
面
に
掲
載
）

影山社長

鉄骨を溶接する工場現場

馬
原
涼
太
㊨
・
山
田
敬
季
選
手

馬
原
選
手
は
溶
接
歴
８

年
、
山
田
選
手
は
同
６
年
で
最
優
秀
賞
の
栄
誉
に
輝

い
た
。
馬
原
選
手
は
第


回
大
会
に
手
溶
接
の

部
で
出
場
、
優
秀
賞

（
第
５
位
）
の
成
績

を
収
め
て
い
る
。
山

田
選
手
は
全
国
競
技

会
初
出
場
で
最
優
秀

賞
獲
得
と
な
っ
た
。

現
行
の
競
技
種
目

と
な
っ
た
１
９
７
８

年
度
大
会
以
降
、
馬

原
選
手
、
山
田
選
手

と
も
県
勢（
神
奈
川
、

広
島
）

度
目
の
最

優
秀
賞
と
な
り
、
強

豪
県
と
し
て
知
ら
れ

る
両
県
の
存
在
感
を
示
し

た
。
神
奈
川
県
勢
は
２
年

ぶ
り
、
広
島
県
勢
は
５
年

ぶ
り
の
最
優
秀
賞
の
栄
冠

と
な
っ
た
。

２
位
に
あ
た
る
特
別
優

秀
賞
は
兵
庫
県
代
表
・
高

峰
拓
也
（
手
溶
接
、

、

三
菱
重
工
業
）
、
茨
城
県

代
表
・
佐
々
木
大
祐
（
半

自
動
溶
接
、

、
日
立
ビ

ル
シ
ス
テ
ム
）
両
選
手
が

獲
得
し
た
。

　
現
行
種
目
以
降
の
都
道

府
県
別
最
優
秀
賞
受
賞
回

数
は
、
愛
知
県
が
通
算


回
、
２
位
が
神
奈
川
県
と

広
島
県
が

回
で
並
ぶ
。

４
位
が
兵
庫
県
７
回
、
５

位
山
口
県
５
回
と
続
く
。

日
本
溶
接
協
会
、
九
州

地
区
溶
接
協
会
連
絡
会
、

沖
縄
県
溶
接
協
会
が
共
催

し
た
第

回
全
国
競
技
会

は
、

月

・

日
の
両

日
、
沖
縄
県
北
谷
町
の
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
沖
縄
を

競
技
会
場
に
開
催
し
た
。

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務

局
、
沖
縄
県
、
那
覇
市
、

北
谷
町
が
後
援
。
協
賛
は

産
報
出
版
。
協
力
は
会
場

提
供
の
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ

ー
沖
縄
、
溶
接
機
提
供
の

ダ
イ
ヘ
ン
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
、
溶
接
材
料
提
供
の
神

戸
製
鋼
所
、
日
鉄
溶
接
工

業
。競

技
課
題
は
両
部
門
共

通
で
、
薄
板
（
厚
さ
４
・

５
㍉
）
の
溶
接
姿
勢
は
横

向
、
中
板
（
同
９
㍉
）
の

溶
接
姿
勢
は
立
向
上
進
。

中
板
に
ス
カ
ラ
ッ
プ
サ
イ

ズ
半
径

㍉
の
邪
魔
板
が

つ
く
。

競
技
当
日
、
出
場
選
手

は
、
練
習
、
電
流
調
整
、

タ
ッ
ク
溶
接
、
邪
魔
板
の

取
り
付
け
と
取
り
外
し
、

本
溶
接
、
溶
接
終
了
後
の

競
技
材
の
清
掃
お
よ
び
実

行
委
員
の
確
認
に
要
す
る

時
間
を
含
め

分
間
の
競

技
に
臨
ん
だ
。

次
回
第

回
大
会
か
ら

は
、
薄
板
に
も
邪
魔
板
が

付
き
、溶
接
姿
勢
が
変
更
。

競
技
時
間
も

分
短
縮
に

な
る
な
ど
難
易
度
を
増
し

た
新
た
な
競
技
課
題
で
実

施
す
る
。
第

回
大
会
は


月
に
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ

ー
三
重
（
三
重
県
四
日
市

市
）
を
舞
台
に
開
催
さ
れ

る
。

溶
接
事
業
所
、
特
に
町

工
場
の
技
能
者
不
足
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
女
性
溶
接
士
の
増
加

や
外
国
人
労
働
者
の
雇
用

な
ど
の
対
策
は
目
に
す
る

が
、
根
本
的
な
解
決
と
い

え
る
取
り
組
み
を
見
つ
け

た
町
工
場
は
少
な
い
。

そ
ん
な
中
、
静
岡
県
沼

津
市
に
あ
る
影
山
鉄
工
所

（
影
山
彰
久
社
長
、
資
本

金
２
０
０
０
万
円
）
が
、

溶
接
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
体
験
工
房
「
ア

イ
ア
ン
プ
ラ
ネ
ッ
ト
・
ベ

ー
ス
オ
ブ
ヌ
マ
ヅ
」
を
今

年
７
月
に
開
設
す
る
こ
と

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
。近

年
の
業
績
拡
大
は
め

ざ
ま
し
く
、
同
社
は
２
０

１
０
年
４
月
期
約
１
億
５

０
０
０
万
円
だ
っ
た
売
上

を
、

年
４
月
期
で
は
約


億
円
と
予
想
し
て
お

り
、
業
績
を

倍
以
上
に

伸
ば
し
続
け
て
き
た
実
績

を
持
つ
。
町
工
場
を
盛
り

上
げ
る
秘
訣
を
知
る
た
め

に
、
現
場
に
足
を
運
ん
だ

（
３
面
に
関
連
記
事
）

◇
　

◇

沼
津
市
で
１
９
４
７
年

よ
り

年
以
上
鉄
骨
加
工

を
生
業
と
し
て
き
た
影
山

鉄
工
所
は
、
近
隣
に
５
つ

の
工
場
を
設
け
て
お
り
敷

地
面
積
は
５
４
８
５
平
方

㍍
で
、
現
在
の
従
業
員
は


人
。
こ
の
う
ち
約
半
数

に
あ
た
る

人
が
溶
接
士

と
な
る
。

特
徴
的
な
の
は
、
現
場

従
業
員
と
同
数
の
デ
ス
ク

ワ
ー
カ
ー
が
い
る
こ
と
。

町
工
場
の
大
半
が
多
く
の

現
場
作
業
員
と
少
数
の
デ

ス
ク
ワ
ー
カ
ー
と
い
う
バ

ラ
ン
ス
な
の
に
対
し
、
同

社
は
事
務
や
管
理
を
重

視
。
町
工
場
で
は
、
あ
ま

り
目
に
し
な
い
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
も
勤
務
し
て
い
る
。

幅
広
い
人
材
が
勤
務
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
２

０
１
８
年
に
３
代
目
と
し

て
就
任
し
た
影
山
彰
久
社

長
の
考
え
に
よ
る
も
の

だ
。会

社
に
お
け
る
裁
量
が

増
え
て
か
ら
は
変
革
の
連

続
だ
っ
た
。
中
で
も
大
変

革
と
な
っ
た
の
は
、
商
圏

を
静
岡
県
か
ら
全
国
に
拡

大
し
た
こ
と
。
小
さ
な
商

圏
と
少
な
い
取
引
先
で

は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

な
ど
の
大
き
な
リ
ス
ク
に

対
応
で
き
な
い
。そ
こ
で
、

飛
び
込
み
営
業
や
銀
行
・

不
動
産
な
ど
身
近
に
あ
る

も
の
を
仲
介
し
て
は
、
取

引
先
を
増
や
し
た
。


年
頃
に
取
引
先
を


倍
に
増
や
し
た
同
社
が
次

に
取
り
組
ん
だ
課
題
は
納

品
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
。
県

内
で
あ
れ
ば
、
改
め
て
届

け
に
行
け
ば
よ
い
納
品
ト

ラ
ブ
ル
も
、
場
所
が
北
海

道
な
ど
の
遠
方
に
も
な
る

と
、
１
週
間
以
上
の
時
間

が
か
る
。

そ
こ
で
、
急
激
に
膨
れ

上
が
っ
た
業
務
を
的
確
に

効
率
良
く
管
理
す
る
た

め
、
当
時
は
大
手
自
動
車

メ
ー
カ
ー
ぐ
ら
い
し
か
保

有
し
て
い
な
か
っ
た
現
場

管
理
シ
ス
テ
ム
を
自
社
開

発
。
町
工
場
で
は
異
例
と

な
る
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
を
雇

用
し
た
。

さ
ら
に
、
新
規
雇
用
の

確
保
に
も
取
り
組
む
。
５

人
就
業
し
て
１
人
残
れ
ば

よ
い
と
い
う
従
来
の
採
用

で
は
、
と
て
も
増
え
続
け

る
業
務
に
合
わ
な
い
。
そ

こ
で
、
近
隣
学
生
の
イ
ン

タ
ー
ン
を
受
け
入
れ
、
分

か
り
や
す
い
資
格
手
当
な

ど
の
技
能
に
よ
る
給
与
形

態
、
事
務
職
は
年
間
約
１

３
０
日
の
休
日
な
ど
、
目

に
見
え
る
条
件
に
焦
点
を

当
て
て
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
今
で
は
毎
月

～

人

程
度
の
応
募
が
寄
せ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
技
能
者

を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
事
務
職
も

現
場
職
も
、
入
社
し
て
す

ぐ
に
現
場
や
取
引
先
に
連

れ
て
い
き
当
事
者
意
識
を

向
上
さ
せ
、
動
画
な
ど
に

よ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
を

徹
底
す
る
こ
と
で
、
定
着

率
も

％
を
超
え
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
と

並
行
し
て
行
っ
た
の
が
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
作
成
。
「
鉄
人
君
」
と

い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作

っ
た
こ
と
で
子
供
か
ら
も

親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な

り
、
同
社
は
静
岡
県
か
ら

「
沼
津
子
ど
も
観
光
大

使
」
に
任
命
さ
れ
た
。

そ
の
後
も
神
戸
製
鋼
所

の
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入

し
て
製
造
効
率
を
最
大
６

０
０
％
に
高
め
る
施
策
、

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の
動

画
配
信
、
報
告
書
の
ア
プ

リ
化
な
ど
多
く
の
変
革
に

取
り
組
ん
だ
。
そ
し
て
気

が
つ
け
ば
、
影
山
社
長
の

入
社
し
た
頃
と
比
較
し

て
、
売
上
は

倍
に
膨
れ

上
が
っ
て
い
た
。

同
社
が
現
在
力
を
入
れ

て
い
る
溶
接
テ
ー
マ
パ
ー

ク
「
ア
イ
ア
ン
プ
ラ
ネ
ッ

ト
・
ベ
ー
ス
オ
ブ
ヌ
マ
ヅ
」

の
開
設
に
つ
い
て
聞
く

と
、
「
イ
ン
タ
ー
ン
学
生

の
多
く
は
『
溶
接
は
楽
し

い
』
と
答
え
る
。
溶
接
事

業
が
３
Ｋ
（
き
つ
い
、
汚

い
、
危
険
）
と
言
わ
れ
て

敬
遠
さ
れ
る
の
は
、
溶
接

作
業
の
せ
い
で
は
な
く
、

魅
力
を
伝
え
き
れ
て
い
な

い
せ
い
だ
。
だ
か
ら
広
報

や
幅
広
い
業
務
に
着
手
し

て
、
面
白
い
と
思
っ
て
も

ら
え
る
ポ
イ
ン
ト
を
つ
く

り
続
け
た
い
。
『
溶
接
は

カ
ッ
コ
い
い
』
と
伝
え
て

い
き
た
い
」
と
、
意
気
込

み
を
口
に
し
た
。

　
昨
年
、
日
本
溶
接
協
会

は
、
第
１
回
日
本
溶
接
協

会
マ
イ
ス
タ
ー
（
Ｊ
Ｗ
Ｅ

Ｓ
マ
イ
ス
タ
ー
）
と
し
て

溶
接
士

人
を
認
定
。
技

能
伝
承
や
後
進
の
指
導
・

育
成
で
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
。
連
載
で
、
Ｊ
Ｗ
Ｅ

Ｓ
マ
イ
ス
タ
ー
を
は
じ
め

と
す
る
高
度
な
熟
練
技
能

を
持
つ
溶
接
士
を
訪
ね
、

技
能
向
上
の
ポ
イ
ン
ト
を

聞
く
。

◇

◇

　
第
１
回
日
本
溶
接
協
会

マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ

た
高
梨
博

氏
。
山
九
グ

ル
ー
プ
の
教

育
訓
練
機

関
、
東
日
本

能
力
開
発
セ

ン
タ
ー
（
千

葉
県
君
津
市
）
で
溶
接
教

育
に

年
以
上
携
わ
っ
て

き
た
実
績
を
持
つ
。

　
一
所
懸
命
に
真
剣
な
態

度
で
学
ぶ
「
心
」
、
動
き

を
習
得
し
、
次
に
な
ぜ
そ

う
す
る
の
か
を
理
解
す
る

「
技
」
、
溶
接
を
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
た
め
の
身
体
を

作
る
「
体
」


の
「
心

・
技
・
体
」
を
な
に
よ
り

も
重
視
す
る
。

◇

◇

　
高
梨
氏
は
１
９
７
５
年

に
山
九
運
輸
機
工
（
現
在

の
山
九
・
君
津
支
店
）
に

入
社
し
、
製
缶
、
配
管
、

据
付
工
事
な
ど
を
担
当
。

　

年
か
ら
は
君
津
溶
接

教
育
セ
ン
タ
ー
（
現
在
の

東
日
本
能
力
開
発
セ
ン
タ

ー
）
で
溶
接
指
導
員
も
兼

務（

年
か
ら
専
任
）し
、

以
降

年
近
く
、
溶
接
教

育
に
携
わ
る
。
現
在
は
指

導
員
と
し
て
山
九
グ
ル
ー

プ
の
新
入
社
員
基
礎
技
能

研
修
や
高
校
生
へ
の
溶
接

指
導
・
機
械
系
工
業
科
教

員
向
け
講
習
会
の
講
師
を

務
め
る
。

　
新
入
社
員
基
礎
技
能
研

修
で
は
受
講
生
が
１
０
０

人
を
超
え
る
こ
と
も
あ

る
。
こ
の
人
数
を
セ
ン
タ

ー
の
指
導
員
だ
け
で
受
け

入
れ
る
の
は
困
難
な
た

め
、
新
入
社
員
の
配
属
先

と
な
る
各
支
店
に
所
属
す

る
先
輩
の
技
能
者
が
応
援

指
導
員
と
な
る
。
こ
の
応

援
指
導
員
向
け
の
研
修
会

で
高
梨
氏
が
講
師
と
な

る
。

　
「
指
導
員
は
受
講
生
に

対
し
て
、
手
本
と
な
る
技

能
を
示
す
の
は
も
ち
ろ

ん
、
技
能
を
技
術
と
し
て

相
手
に
分
か
る
言
葉
に
変

え
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら

に
受
講
生
が
そ
の
言
葉
を

頭
で
理
解
し
た
こ
と
を
技

能
と
し
て
体
に
覚
え
さ
せ

る
ま
で
が
指
導
員
の
役

割
。
そ
こ
ま
で
教
え
ら
れ

る
指
導
員
を
育
て
る
の
は

本
当
に
難
し
い
」

　
高
梨
氏
は
現
在
で
も
、

研
修
の
質
を
高
め
る
た
め

の
講
習
を
受
け
て
い
る
。

　
「
Ｊ
Ｗ
Ｅ
Ｓ
マ
イ
ス
タ

ー
と
し
て
活
動
す
る
た
め

に
も
、
社
内
で
自
分
が
い

な
く
て
も
研
修
が
で
き
る

体
制
を
作
る
の
が
目
標

だ
」

　
溶
接
を
学
ぶ
に
あ
た
っ

て
高
梨
氏
が
大
事
に
し
て

も
ら
い
た
い
理
念
と
し
て

「
心
・
技
・
体
」が
あ
る
。

　
「
心
」
に
つ
い
て
「
あ

た
り
ま
え
の
こ
と
だ
が
、

人
に
教
え
て
も
ら
う
の
だ

か
ら
礼
節
を
も
っ
て
一
所

懸
命
に
学
ぶ
真
剣
な
姿
勢

が
大
事
。
ま
た
、
自
律
の

精
神
を
も
っ
て
規
則
や
手

順
は
し
っ
か
り
と
守
る
こ

と
も
重
要
だ
。
こ
れ
く
ら

い
な
ら
大
丈
夫
だ
と
疎
か

に
し
て
い
る
と
、
悪
い
癖

と
な
っ
て
直
す
の
が
難
し

く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
説

く
。

　
「
技
」
に
関
し
て
「
ま

ず
は
、
手
本
を
ま
ね
す
る

こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
し

て
、
次
に
な
ぜ
そ
う
な
る

か
を
理
解
す
る
。
そ
の
た

め
に
は
溶
接
や
鋼
の
本
質

を
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば

い
け
な
い
」
と
述
べ
る
。

　
「
体
」
と
は
、
「
溶
接

は
姿
勢
を
保
ち
な
が
ら
作

業
を
す
る
体
力
が
必
要

で
、
技
能
習
得
に
は
身
体

が
基
本
と
な
る
た
め
、
研

修
で
も
き
ち
ん
と
毎
朝
体

操
を
す
る
よ
う
に
指
導
し

て
い
る
。
体
操
は
溶
接
で

ス
ム
ー
ズ
に
身
体
が
動
か

せ
る
よ
う
に
す
る
仕
事
の

一
つ
だ
。
受
講
生
に
は
体

操
を
い
い
加
減
に
や
る
の

は
溶
接
作
業
中
に
手
を
抜

く
の
と
同
じ
と
い
う
意
識

付
け
を
し
て
い
る
」
と
語

る
。

　
指
導
員
の
や
り
が
い
に

つ
い
て
「
受
講
生
が
指
導

し
た
こ
と
を
理
解
し
て
、

技
能
と
し
て
習
得
し
た
と

き
は
指
導
員
冥
利
に
つ
き

る
。
そ
の
た
め
に
も
、
真

剣
な
心
で
体
を
鍛
え
な
が

ら
技
能
を
磨
い
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

２
０
２
０
国
際
ウ
エ
ル
デ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ー
事
務
局

４
月
８
～

日
に
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
２
０
２
０
国
際
ウ
エ
ル

デ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ー
で
す
が
、
開
催
を
中
止
い
た
し

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け

て
、
展
示
会
場
で
の
感
染
症
対
応
策
を
会
場
で
あ

る
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
検

討
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
内
外
に
お
い
て
急
激
に

感
染
が
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
２
月

日
に
は
政
府
か
ら
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
開
催
自
粛
を
要
請
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
出
さ

れ
、
主
催
者
で
あ
る
日
本
溶
接
協
会
、
産
報
出
版

と
い
た
し
ま
し
て
は
、来
場
者
な
ら
び
に
出
展
社
、

関
係
各
位
の
健
康
・
安
全
へ
の
影
響
を
第
一
に
考

え
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
余
波
が
及
ぶ
外
出
・
出

張
制
限
な
ど
の
状
況
も
踏
ま
え
、
こ
の
よ
う
な
状

況
下
で
は
円
滑
に
有
意
義
な
展
示
会
・
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
考
え
、
中
止

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。

不
測
の
事
態
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
結
果
に

な
り
ま
し
た
こ
と
は
主
催
者
と
い
た
し
ま
し
て
誠

に
遺
憾
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
参
観
を
予
定
さ
れ

て
い
た
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
卒
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。


